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第 10 章では、沖縄を、空間、社会、文化の 3 つのカテゴリーが相互に作用しあう一つの「場所」
としてとらえるべきこと、最近現れた首里城をシンボルとして眺めようとする言説は、意図的に創作
されたもので、イデオロギーに裏打ちされた表象のせめぎあいに注意を払うべきことを説く。沖縄人
が、依然として、日本および日本人との距離をどうとるのか、周縁部に位置するゆえの差異のことな
ど、記憶と歴史のトラウマに悩まされている現状を指摘する。 
論文中にみられる著者の多くの指摘は、日本人に突きつけられた沖縄からの発言として、沖縄（人）
のアイデンティティ形成の困難さと複雑さを、ローカルな文脈に即して示したものであると要約でき
る。総じて、従来の沖縄研究で多かった、日本民俗学の系列に属する、文化の古層とかカミ信仰や墓
地のオーセンティックな姿の追求など、あるいは基地沖縄の反戦平和運動を題材としたような、型に
はまった考察から抜け出た、新たな成果となっている。 
本論文は、異なった領域やレベルの文化事象を適切に接合していくことにより、沖縄の今後を見通
すための独特の視座を提供したものとして、著者の優れた学的能力を示すものと評価できる。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
